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【8月】

一人ひとりの平和への決意を新たに誓う！
～2016連合長野平和行動in沖縄・広島・長崎～

連合長野は、
平和活動の一
環として、6月23
日～ 25日「平和
行動in沖縄」へ、
松澤副会長を
団長に13名を、
8月4日～ 6日

「平和行動in広
島」へ、師玉副会長を団長に、親子代表団23名

（子ども7名）を、8月8日～ 10日「平和行動in長
崎」へ、林副会長を団長に8名を派遣した。

沖縄では、連合2016平和オキナワ集会に参
加し、崎原 真弓さん（沖縄カリスマスーパーバス
ガイド）による沖縄の歴史や戦争の悲惨さを訴え
る講演から、命の尊さを学び、ひめゆりの塔、糸
数壕（アブチラガマ）の見学を通じて、現在の平
和への感謝の気持ちと未来への平和を考えた。

広島では、連合2016平和ヒロシマ集会や
原爆死没者慰霊式・平和記念式典への参加
を通じて、今もなお続く原爆による被害の苦し
みを学ぶとともに、戦艦大和の大和ミュージア
ムや広島平和資料館見学、平和公園内の慰

霊碑を巡るピースウォーク通じて、核兵器廃絶
の重要性を実感した。

長崎では、連合2016平和ナガサキ集会に参
加し、核兵器廃絶や戦争のない世界を訴える
高校生平和大使からの「微力だけど無力じゃな
い」という言葉に、一人ひとりが行動することの
大切さを実感し、平和への決意を新たにした。

また、広島・長崎の各集会では構成組織・
地域協議会の皆さんから寄せられた28,000
羽の折り鶴を献納し、戦争のない平和な世界
へ祈りを捧げた。

連合は平和運動として、世界の恒久平和
の実現に向け、在日米軍基地の整理縮小、日
米地位協定の抜本的見直し、核兵器廃絶と
被爆者を対象に国家補償にもとづく被爆者
支援の実現、北方領土返還要求運動を重点
に領土問題などに取り組んでいる。

戦後71年を迎え、戦争体験者や被爆体験
者は年々高齢化し、次世代への継承は急務
となっている。人々に悲劇しかもたらさない戦
争は二度と繰り返してはならず、連合長野は、
戦争体験者の訴えや戦争の事実を次世代へ
と継承していく取り組みを継続して行っていく。

沖縄代表団の皆さん

広島親子代表団の皆さん 長崎代表団の皆さん平和広島集会にて折鶴の献納



 全労済公式キャラクター「ピットくん」ファミリー 

○団員─小林　広希さん（農団労上伊那労組）
改めて戦争の悲惨さを実感しました。
ひめゆりの塔やガマ等戦火の跡を巡りましたが、今ある平和な世の中

もこういった活動を続けてきた中であるものだと感じ、歴史を学び今を見
つめ直す。この繰り返しがこの先の未来にも必要ではないかと感じました。

次は私達の番です。次代へ語り継いで行きます。戦争絶対反対！！

○副団長─戸島　裕司さん
（連合長野高水地協議長代行）

「悲劇を繰り返してはいけない」
施設見学、ピースウォーク、集会、式典、あらゆる場

面でこの切なる思いを感じた3日間でした。
この平和行動に参加してくれた子どもたちが、メモ

を取りながら話を聞く姿、目を覆いたくなるような資料
を真剣な眼差しで見る姿がとても印象的でした。

私も戦争を知らない世代ですが、平和の大切さを
次世代に伝えていくことが、私たちに課せられた責
務だということを実感しました。

○子ども団員─戸島　和泉さん
私は、坪井直さんの体験証言が印象に残っています。
現在91歳の坪井さんから当時の状況や日本につい

て、とても貴重な話をお聞きすることができました。坪井さ
んが最後に話された「未来は、自分のことだけを考えた
ら人類滅亡。人のことを考えること、そして若さを忘れず
諦めるな」。

これは、これからの時代・社会でも大事なことなので、
この言葉を忘れず、世界に平和を訴えていきたいです。

核兵器廃絶実現に向けて新たな一歩を。

○団員─小松　等さん（JAM甲信イースタン労組）
今回の長崎は、核兵器廃絶の必要性を、改めて実感させられた平和行動となりました。
１日目の平和長崎集会では、我々が到底想像できない、被爆者の悲惨な実体験が語

られた他、高校生平和大使の活動内容が報告されましたが、その中で、｢私たちの力は微
力です。でも、無力ではない｣という言葉に心を打たれました。

確かに、一人ひとりの力は微力ですが、まとまれば大きな力になる。我 も々この活動を、核
兵器が全世界から廃絶されるまで、継続して行かなければならないと感じた平和行動でした。

─参加した団員からのメッセージ─
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恒久平和の実現に向けて 
次世代につなぐ新たな一歩を

糸数壕（アブチラガマ）の見学

広島・平和記念式典にて黙とう

平和ナガサキ集会の様子

長　崎
平和行動



連合長野ニュース No.388【8月】

 連合長野では2014年より、連合東海ブロック内5地
方連合会（愛知・岐阜・三重・静岡・長野）の持ち回り
による『広島・長崎原爆パネル』(30枚)の展示を行っ
ている。2016年は新たに長野県労働金庫の中野・小
諸・大町・諏訪湖の4支店にご協力を頂き、6月30日～
7月26日まで広島・長崎原爆パネルを展示した。

また、今年度新たに始まった東海ブロック統一企
画展『沖縄戦と基地パネル』（50枚）は上小地協事
務所にて展示した。

さらに、連合長野独自取り組みとして、広島平和記
念資料館より『広島・長崎原爆パネル』と『市民が描
いた原爆の絵パネル』（30枚）を借りて、長野市のも
んぜんぷら座3F市民ギャラリーで8月4日～ 8月10日ま
で平和パネル展を開催した。

どの企画展にも、組合員・家族、
地域の皆さんを中心に大勢の方
にご参加いただいた。

戦後も71年となり太平洋戦争
の体験者や広島・長崎のヒバク
シャが少なくなる中で、戦争や原
爆投下の事実を正しく次世代に
語り継ぐ責務が私たちにはある。

来年も8月を中心に、東海ブロック
持ち回りと連合長野独自の二本立
てで平和パネル展を計画する予定
である。戦争のない平和な社会を願
い、連合長野はこれからも次世代へ
と継承する取り組みを行っていく。

労金中野支店での展示風景

もんぜんぷら座での展示風景

2016連合長野平和パネル展開催
　長野市もんぜんぷら座の他に、長野労金県下４支店でも開催

各地域においても平和行動開催中！！　
平和について学び、伝えよう

8月27日（土）　無言館・松代象山地下壕見学

諏訪地協

7月22日（金）
連合「平和の語り部」上映会

上小地協

7月30日（土）
戦争と平和資料館「ピースアイチ」見学

上伊那地協

8月27日（土）　満蒙開拓平和記念館見学

飯田地協

8月30日（火）
満蒙開拓の歴史を学ぶ映画上映会

佐久地協

地域から
元気発信！！



連合長野ニュース No.388【8月】

7月30日（土）、労働会館大会議室で金属部門連絡会「第10回
親子ものづくり教室」を開催した。金属部門4産別組織から11組
の27人の親子が参加した。16人の子どもたちが、初めてハンダ
ごてを手に取って電子基板を組み立て、模型に取り付けて「距離セ
ンサー」の働きに歓声を上げた。

親子ものづくり教室は、子どもたちに働く家族の職
場を見せ、職場と関わりのある工作に親子で取り組
み、ものができあがる喜びを感じて「家族の労働」へ
の理解を深める、という趣旨ではじまり、金属部門連
絡会の全国的な取り組みになっている。毎年全県を
４ブロックにわけて持ち回りにて行ってきたこの取り組
みも10年目を迎える。今年は、小学校の夏休み最初
の土曜日に開催し、単なる夏休みの工作教室とする
のではなく、普段見たことのない電子基板と距離セン
サーを、モーター付きの「歩くティラノサウルス」模型に
取り付けて、その仕組みを考えても
らうことにした。

午前から昼食を挟んで午後４時
までの長時間の作業ということもあ
り、子どもたちの集中力が途切れる
ことを心配した。また、ハンダごてを扱
うことから、保護メガネとマスクも用意
し、やけどやしぶきが飛ぶことに注意
するよう子どもたちに呼びかけた。

途中、ヒヤッとする場面があったものの、５時間の作
業を無事終えて、みんなが出来上がったものを手に
することができた。

子ども達からは、「大変だったけど、動いた時はすご
くうれしかった」などの感想が寄せられ、モノを作ること
の喜びに加えて、道具を使う際のルールや整理整頓、
安全第一について学ぶことができた。

連合長野は、引き続き、金属部門連絡会を中心と
して、長野県の基幹産業であるもの作りの大切さを
次世代へ伝える取り組みを行っていく。

親子で作る、ちょっと難しい工作
「親子ものづくり教室」を開催　─金属部門連絡会─

苦心した距離センサーと電子基盤のハンダ付け
「歩くティラノサウルス」の製作と改造に取り組む

万全の備えで、親の意見もよくきいて・・・ 電子基盤を装備した「歩くティラノ」


